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2008年2月12日《No.1941》
【憲法改悪阻止闘争ニュース　No.38】

「９の日」宣伝行動を新橋駅前で実施
冷たい雨のなか、青年が力強く訴える
■憲法を守り活かし、平和と人権が大切にされる社会を
国公労連は２月１２日、東京・JR新橋駅前で「９の日」宣伝行動を行い、冷たい雨のなか、国公労連本部と各単組本部から約２０人が参加しました。

　「私は、憲法９９条によって憲法尊重擁護義務を負っている国家公務員労働者の立場から、政府がすすめている憲法改悪に反対する訴えをします」と国公労連青年協議長の笠松鉄兵さんが元気に弁士スタート。笠松さんは、福田内閣が国民の声には耳を傾けず、参議院で前日に否決された新テロ特別措置法を自民・公明が再可決し成立させたことを批判。また、医療や年金制度の改悪、劣悪な勤務条件で働かされる派遣やパート、臨時など非正規雇用労働者の増大、懸命に働いても人間として最低の生活さえ保障されないワーキングプアなど、国民の命と暮らしが脅かされている現在の国民生活を指摘し、「一人ひとりが、９条守れ、憲法を守れの声をあげれば改憲を止めることができます。憲法を守り、活かし、平和と人権が大切にされる日本の社会を、ともにつくっていきましょう」と呼びかけました。

■国民の命と健康を守る医療労働者も訴える

続いて、国立病院で働く看護師をはじめ医療労働者で組織する全医労の青年は、日本と世界で平和を求める流れが力強く広がっている情勢を伝えつつ、「沖縄ではキャンプシュワブを『人間の鎖』が包囲する行動が行われ、岩国では『国の仕打ちに怒りの１万人集会』で１万１千人が集まり、米軍再編をストップさせるたたかいを大きく広げようと、草の根から国民運動が広まっています。私たち国民の生活を守る公務員労働者、国民の命と健康を守る医療労働者は、憲法９条を守るために、国民のみなさんと一緒にたたかいます」と元気に訴えました。

青年たちの訴えに、新橋駅前を行き交う多くのサラリーマンが足を止めて、耳を傾けていました。また今回は３月１日のビキニデーを前に「核兵器廃絶、核兵器のない世界を」のビラも配布しています。

国公労連本部は、来月３月10日のお昼（新橋）に女性協と共同で、憲法署名も呼びかける「９の日」宣伝行動を予定しています。多数のご参加を！

群馬・高崎地区国公で「憲法いっせい行動」を展開！

毎月「９の日」に実施する「憲法改悪反対全国統一宣伝行動」は定着し、県国公だけではなく、地区国公にも広がっています。

「保守王国」と言われている群馬県にある高崎地区国公では、からっ風が吹く寒空の下、１月9日、高崎駅の高島屋前で２００８年最初の“憲法いっせい行動”を展開。高崎地区労会議、ＪＭＩＵ群馬など民間の仲間とも一緒に、「９条を守ろう、新給油法はいらない！教え子・子どもたちを再び戦場に送りたくない。自衛隊の海外派兵はムダだ！」などを訴えました。

参加者から「今日も良く受け取ってくれた。30回以上やってきたから浸透してきたんだろう」という声が上がった。参加者みんなうなずいていた』と、高崎地区国公から投稿が寄せられています。

【情勢と運動を知りたい方は】
憲法改悪反対共同センター
http://www.kyodo-center.jp/
「九条の会」メールマガジン申し込みは　http://www.9-jo.jp/
【もっと学習したい方は】

自衛隊海外派兵・武力行使恒久法を阻止しよう

「10問10答」と資料　　――「憲法運動」特別号

　「月刊憲法運動」（憲法会議発行）では、新テロ特措法の審議の過程で急浮上した「自衛隊海外派兵・武力行使恒久法」を阻止するための「１０問１０答」と関連資料を特集しています。

　福田首相が小泉内閣の官房長官時代に「国際平和協力懇談会」で海外派兵恒久法の道をさぐっていたこと、その報告書を基礎に石破氏が「試案」を作成している（２００６年）ことのなどの経過を明らかにしています。

　インド洋での給油は、米軍への「安全確保支援活動」にかわって、自衛隊の「安全確保活動」としての任務に位置づけられていること、任務遂行のための武器使用基準の大幅緩和など、これまでの特措法の単なる延長ではなく、従来の解釈を変更し、憲法９条への重大な挑戦となっていることを解明しています。

　資料は、この間の国会内外の発言や動き、前述の懇談会報告書、自民党案、民主党のアフガニスタン復興支援法案など多彩な内容となっています。
　（特別定価は６００円。申込先＝憲法会議　電話03-3261-9007、ＦＡＸ 03-3261-5453）

【今後の予定】
· 「九条の会講演会」　小田実さんの志を受けついで
０４年６月１０日、「九条の会」発足の記者会見で、憲法は「いまこそ旬」だと語った小田実さん。昨年亡くなられた小田実さんの志を受けつぎ、ひきつづき憲法九条を守り、生かしていく主旨で、「九条の会」は講演会を開催します。
○と　き　3月8日(土)　午後1時半(開場12時)

○会　場　CCレモンホール(旧渋谷公会堂)

○お  話　井上ひさし、大江健三郎、奥平康弘、加藤周一、澤地久枝、鶴見俊輔（1/21現在）氏

○音　楽　チェロとピアノ演奏　

○入場料　全席自由席、前売券：１０００円・郵便振替で代金を「九条の会」事務局に送金ください。入場券を送付します。口座名：九条の会　口座番号：００１８０―９－６１１５２６
（通信欄に「講演会入場券○枚希望」と記入ください）
▼　さまざまなとりくみ（行動や学習会など）のメール通信やＦＡＸをお寄せください
以　上
国公労連速報





〈発行〉国公労連





news@kokko.or.jp








PAGE  
- 1 -

